
メモリアル ・デー第27回

参加者
募集

作家司馬遼太郎の業績を顕彰する集いを、毎年、誕生日８月７日を記念し
て開催しています。今回は、司馬文学に親しんでこられた澤田瞳子さんに
司馬文学の魅力についてお話しいただきます。

講 師　　澤 田 瞳 子　

進 行　   田 名 部　真　理（ラジオ関西パーソナリティ）

〇日時／令和 7年８月７日（木）　
　　　　午後１時 30 分～３時　 開場：０時 30 分
〇会場／姫路文学館講堂（北館３階）
　　　　主催：姫路文学館
　　　　協賛：公益財団法人司馬遼太郎記念財団
〇定員／ 150 名（申込多数の場合は抽選）

①往復はがき
氏名（ふりがな）・郵便番号・住所・電話番号および「第
27 回司馬遼太郎メモリアル・デー参加希望」と明記のうえ、
〔〒670-0021 姫路市山野井町 84 番地　姫路文学館〕まで。
②WEB
姫路文学館ホームページの申込フォームから。
※電話・ファクスでの申し込みは不可。　※１人１申込。

〈問い合わせ先：姫路文学館〉
〒670-0021 姫路市山野井町 84 番地　TEL.(079)293-8228　http://www.himejibungakukan.jp/

無   料

申込
方法

申込
締切

（作家）

澤 田 瞳 子  氏
さわだ　とうこ

昭和 52 年（1977）、京都府生まれ。同志社
大学文学部卒業、同大学大学院博士前期課程
修了。奈良仏教史を専門に研究したのち、平
成 22 年（2010）に長編小説『孤鷹の天』（徳
間書店）でデビュー、同作で中山義秀文学賞
を受賞。平成 25 年（2013）『満つる月の如
し  仏師・定朝』（徳間書店）で新田次郎文学
賞、平成28年（2016）『若冲』（文藝春秋）で
親鸞賞、令和２年（2020）『駆け入りの寺』（文
藝春秋）で舟橋聖一文学賞、令和３年（2021）
『星落ちて、なお』（文藝春秋）で第 165 回
直木賞をそれぞれ受賞している。近著に『月
ぞ流るる』（文藝春秋）、『のち更に咲く』（新
潮社）、『赫夜』（光文社）、『孤城  春たり』（徳
間書店）、『しらゆきの果て』（ＫＡＤＯＫＡ
ＷＡ）や歴史エッセイ『京都の歩き方  歴史
小説家 50 の視点』（新潮社）などがある。
現在、産経新聞に「暁を踏む馬」を連載中。

歴史小説とはなにか
演　　題

メモリアル ・デー

司馬　 太郎司馬　 太郎

©新潮社

令和７年７月 16日（水）必着


